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発表概要 

京都大学芦生研究林（標高 355～959 m）は暖温帯から冷温帯の境界部に位置し、標高 600 m 

以上の天然林はスギにブナなどの広葉樹が混交する。1992 年にモンドリ谷集水域に天然林の動

態を調べるための大面積プロット（16 ha）が設定され、5 年ごとに全立木の直径成長や生死の観

測が続けられてきた。2002 年迄の調査では、ブナ大径木の枯死が進行していることが確認され

た。2007 年の調査からは、この 15 年間に直径 50 cm 以上の広葉樹優占種の 3 割がナラ枯れ

や気象害等によって枯死していることが明らかになった。芦生の天然林はスギや亜高木種の成長

によって、まだ成長を続けている。しかし、林分構造は急激に変化しつつある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

直径 50cm 以上の大径木の 15 年間の枯死率(7.375ha)  

  
1992

年 
   枯死数     枯死率 

  生存数 92-97 年 97-02 年 02-07 年 合計 ％ 

ｽｷﾞ 284   4 7 11 3.9 

ﾌﾞﾅ 77 6 10 8 24 31.2 

ﾐｽﾞﾅﾗ 32 2 1 10 13 40.6 

ﾐｽﾞﾒ 28 1 3 1 5 17.9 

ﾄﾁﾉｷ 4         0.0 

ｲﾀﾔｶｴﾃﾞ 4   1 1 2 50.0 

ｲﾇｼﾃﾞ 2 1     1 50.0 

ｱｶｼﾃﾞ 2     1 1 50.0 

ﾎｵﾉｷ 2         0.0 

ｻﾜｸﾞﾙﾐ 1         0.0 

ｳﾘﾊﾀﾞｶｴﾃﾞ 1   1   1 100.0 

広葉樹全体 153 10 16 21 47 30.7 


